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PTA活動方針

校時表

校舎配置図

【芋植え交流会】

【田植え交流会】

【めのもち】

【わら細工交流会】

〈目 標〉
① PTA会員相互の研修に努め，会員の資質向上に努める。
② 三者連携を密にして，学校教育，青少年教育に積極的に働く。
③ 郷土を自慢できるための活動へ積極的に取り組み，地域を高めようと努力する。
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自分のよさを大切にし，仲間と認め合い，
支え合える子どもの育成

～温かな人間関係を基盤とした生徒指導を通して～

「学習者主体への授業改善」＋
「安心して挑戦できる学級経営
（魅力ある学級づくり）」

笑顔で登校 笑顔で下校できる学校

職員構成

児童数

児童数の推移

《校区の概要》
本校は，伊佐市大口の北西部に位置し，「伊佐富士」と呼ばれている鳥神
山をはじめとする小高い山に囲まれ，東西に田畑が広がる農村地域である。
稲作を中心として，トマト・かぼちゃ・ねぎなどの野菜栽培やたばこ栽培等
も行われている。戦後，開拓地として開墾された日東や折小野地域では大規
模な酪農や畜産が営まれている。専業農家もある反面，兼業農家も多い。総
戸数約200戸，総人口約400人で過疎化が進み，高齢者の割合が高くなり，
校区内に在住する児童数は年々減少傾向にある。
校区コミュニティ活動が活発で，青パト隊を結成して学校への協力・支援
体制が構築されており教育への関心も高い。各種会合への出席率も高く，安
心・安全な地域つくりがなされている。また，平出水太鼓踊りや雷講・田の
神講などの伝統的な行事もあり，地域の親睦や活性化が図られている。

学校経営の全体構想学校の概要

《学校沿革概要》
明治 11 平出水小学校設立

41 尋常小学校義務年限６年の延長・２学級編制
大正 13 東校舎落成
昭和 16 平出水国民学校と改称

18 高等科設置
22 六・三・三制により平出水小学校と改称 6学級編制
27 校地拡張，校舎改築
28 市制実施により大口市立平出水小学校となる。
30 幼児学級を設置。昭32 学校図書館増築
35 東土間を養護教室に改築
37 体育施設・図書購入・学校実習田返還（平出水氏へ）
38 水道施設完成・学校給食施設完成（給食室）
41 運動場拡張
43 体育館落成。創立90周年を記念して校章・校歌を制定する。
45 体育館横に便所新設。岩石園完成
48 プール完成・補助プール完成・観察池完成・水泳用更衣室完成
56 新校舎竣工。5月2日落成祝賀会実施
57 卒業記念収納・タイムカプセル庫設置
63 創立百十周年並びに体育館落成記念誌発行

平成 元 PTA奉仕作業により堆肥舎完成
創立百十周年並びに体育館落成記念誌発行

７ 完全複式３学級
10 校訓（あかるく・かしこく・たくましく）看板校舎屋上に設置
14 校庭もみの木とのお別れ式・伐採（７月）
15 地区道徳教育研修会 公開
18 平出水児童クラブ（学童）発足
20 山野中校区教育実践研究会
21 小規模校６校集合学習会場校
22 平出水防犯パトロール隊出発式
24 第36回県へき地・小規模校教育研究大会（会場校）
25 放送室機器取替
27 校舎の全ての窓に網戸設置，シャワー室設置（保健室）
29 伊佐市小規模校特別認可校指定
30 特認校制度による５年生１名転入
地区へき地・小規模校教育研究会

令和 元 ４学級編成（1･2年複式，3･4年複式，5･6年複式，ひまわり学級）
特認校制度により５名転入（1年２人，３年２人，６年１人）

２ すずらん学級（知的）開設（１年２人）
空調機器設置，一人一台タブレット端末配備

３ 校務用タブレット端末配備
４ 大プール塗装工事
５ 伊佐市指定「学力向上」研究公開開催
６ 県学校体育準優良校受賞
７ ６学級編制（1・2年単式，３～６年複式，特別支援学級２学級）

令和８年４月現在

平成30年より伊佐市教育委員会指定
特認校制度による児童募集開始

〈教育の動向〉
・責任を果たす学校
・個性の花咲く学校
・郷土への愛情を培う学校
・開かれた学校

○ 時代の要請
○ 関係法規
○ 学習指導要領
○ 県・市の教育施策

○ 子どもの実態・期待
○ 保護者の願い・期待
○ 地域の願い・期待
○ 教師の願い・期待

① 全教育活動において，自他を尊重する人権感覚に満ちた豊かな人間性を培う。
② 常に教育者としての使命と職責を自覚するとともに，研修を通して専門性を身に付け，教育目標の
具現化を図る。
③ 小規模校の特性を生かし，子ども一人一人をしっかりと見て，基礎的・基本的内容の定着に努め，
学力の向上を図る。
④ 子ども一人一人の良さや可能性を伸ばし，生きる力を育む教育を推進する。
⑤ 全職員の共通理解に立った積極的・創造的な教育活動を展開し，特認校制度・困り感に寄り添う特
別支援教育の充実を図る活力ある学校づくりに努める。
⑥ 子ども一人一人に寄り添い，心に届く積極的な生徒指導に努め，豊かな心の育成に努める。
⑦ 子どもが安心・安全に生活できる教育環境の整備・充実に努める。
⑧ 保護者・地域との連携を図り，信頼される地域と共にある学校づくりに努める。

学校経営の基本方針

あかるく
かしこく
たくましく

校 訓

心豊かでたくましく，未来を切
り拓く力をもった平出水の子ど
もを育成する

学校教育目標

〈目指す学校像〉
（1）子どもが生き生きと活動
し，郷土愛を育む活力ある
学校

（2）確かな学力を身に付け，
生きる力を育む信頼される
学校

（3）子どもの気力・体力・忍
耐力を育む安心・安全な学
校

〈目指す子ども像〉
（1）あかるい子ども
〔明るく素直な子 礼儀正しく
思いやりのある子〕

（2）かしこい子ども
〔進んで勉強し，思慮深い子
興味関心をもって探求する子〕

（3）たくましい子ども
〔体を鍛え，健やかな子，
最後までやり抜く強い子〕

〈目指す職員像〉
（1）教育愛に満ち，子どもに
寄り添い，一人一人の良さ
をのばす職員

（2）熱意と使命感をもち，常
に学び実践する指導力のあ
る職員

（3）協働を重んじ，心のふれ
あいを大切にする信頼され
る職員

キャッチフレーズ

努 力 点 具 体 的 方 策

１ 主体的に学ぶ力の育
成と確かな学力の定着

① 子ども一人一人の理解やつまずきを見取り，力を伸ばす指導法の改善と充実
② 主体的・対話的で深い学び(学習者主体)の実践
③ 個々の特性に応じた支援で学びを保障する特別支援教育の推進
④ ふるさと「平出水」を題材にした郷土を愛する心の育成
⑤ ICT機器の効果的活用と情報モラル教育の推進
⑥ 将来を見据えた自らの生きる力を考えるキャリア教育の推進

2 思いやりと自尊感情
の育成

① 思いやりと実践力を育てる道徳教育の充実
② 自尊感情の育成と人権尊重の教育の推進
③ 子ども一人一人に寄り添う発達支持的生徒指導の推進(魅力ある学校づくり,自己
肯定感の向上)

④ 生命尊重とたくましく生きる子の育成
⑤ 子どもの主体性を育てる特別活動の推進
⑥ 安心して話せる居場所づくりと教育相談体制の充実
⑦ 心を豊かにする読書指導・活動の充実

３ やりぬく気力と健
康・体力つくり推進

① 望ましい生活習慣の確立を目指す健康教育
② 安心して学校生活を送れる安全体制の確立
③ 運動習慣の育成と充実した体力つくりの推進
④ 望ましい食習慣を育む食育の推進
⑤ 緑化環境の充実と環境衛生の向上

４ 信頼と協働でつくる
魅力ある学校づくり

① 意欲・力量を高める校内外の研修の推進
② 服務規律の厳正確保と業務改善の推進
③ 地域・保護者と連携した信頼される学校づくり推進
④ 特認校制度啓発へ向けた積極的な情報発信
⑤ 確実な事務管理と適正な会計

本年度の重点課題

各学年，教科・領域等及び各係による具体的方策と学期毎・随時のPDCA

学校研究テーマ

職名 氏名

校長

教頭

１・２年担任

３・４年担任

５・６年担任

すずらん担任

ひまわり学級担任

養護教諭

事務主査

特別支援教育支援員

学校校務支援員（用務員）

学校校務支援員（司書補）

理科支援員

外国語講師

一学校一改革


	スライド 1
	スライド 2

